































ノ ガ リ ヤ ス Calamagrostis langsdorffii， ヨ シ Phragmites 
australis，ミカズキグサ Rhynchospora alba，エゾアブラ
ガヤ Scirpus asiaticus，カサスゲ Carex dispalata，ヒメシ
ダ Thelypteris palustris，ミズゴケ類 Sphagnum spp. など
からなる草本群落内にシラカバ Betula platyphylla，ノリ









ササ類は MIS3 ではミヤコザサ節が優勢であったが，MIS2 では極めて希薄となり，MIS1 になってチマキザサ節が優勢となっ
た．また，MIS2 のイネ科植物相はイチゴツナギ亜科でほとんど構成された．なお，MIS3，2 を通じて生成が見られなかっ
た黒ボク土層は，MIS1 になって生成を開始していた．このことから，現在，山地帯にあって 100cm 近い最大積雪深を見る
広原湿原周辺地域は，MIS3 において亜高山帯上部に，また MIS2 おいて亜高山帯上部～高山帯にそれぞれ位置していたこと，

























ギリ Kalopanax septemlobus などの落葉広葉樹が混在し，
その林床にはクマイザサ Sasa senanensis（チマキザサ
節 Eusasa）が優占している（佐瀬ほか 2013）．長野県中
部における植生の垂直分布は，760 ～ 1600m が山地帯










































トレンチ 2（TR-2）の東南角から 2 ｍほど離れた地点（図
1）で機械ボーリングにより得られた 3 本のコアのうち
の 1 つである．HB-1A コアは約 350cm 長で，層相から
泥炭が卓越する上部（地表～深度 186cm）と砂礫泥の
無機物粒子が卓越する下部（深度 186 ～ 350cm）に大
きく分かれる（図 3）．泥炭が卓越する同コア上部は深
度 138 ～ 145cm に一次テフラ様を呈する淡黄色シルト
を挟む．一方，オレンジ色の砂層から始まる下部にはと
ころどころに有機質の砂礫層や泥層が挟まる．年代値
としては，深度 98.5cm で ca. 3.9ka cal BP，深度 150cm
で ca.14ka cal BP，深度 164cm で ca.16ka cal BP，深度
269cm で ca.28ka cal BP が得られている（工藤 2014）．
なお，植物珪酸体分析で用いた同じ試料 4-96（深度
270cm 付近）で BW 型薄平板状火山ガラスの検出極大
が認められた（図 3）．この直上の年代が ca.28ka cal BP
であることから，この火山ガラスは姶良 Tn テフラ（AT：











土層（深度 60 ～ 245cm）に二分される（図 4）．上部土
層は地表～深度 15cm が TP-2 の基本土層（明治大学黒
耀石研究センター 2013．以下引用同様）の 1 層（縄文
時代遺物の包含層），深度 15 ～ 60cm が基本土層の 2 層
（縄文時代遺物と後期旧石器時代遺物の包含層）に相当
する．一方，下部土層は，深度 60 ～ 100cm が TP-2 の
基本土層の 3 層（縄文時代遺物と後期旧石器時代遺物の
包含層），深度 100 ～ 190cm が基本土層の 4 層（後期旧
石器時代遺物の包含層），深度 190 ～ 225cm が基本土層
の 5 層，そして深度 225 ～ 245cm が基本土層の 6 層（後
期旧石器時代遺物の包含層）に相当する．なお，深度




置する広原遺跡群第 II 遺跡に設置された調査区 2（EA-
2）の試掘抗である（図 1）．その南壁の厚さ 300cm の土
壌層は，黒色を基調とする上部土層（地表～ 80cm）と
褐色を基調とする下部土層（80 ～ 300cm）に二分され
る（図 5）．上部土層は地表～深度 20m が TP-3 の基本
土層（明治大学黒耀石研究センター 2014．以下引用同
様）の 1 層，深度 20 ～ 80cm が基本土層の 2 層（縄文
時代遺物の包含層）に相当する．下部土層は，深度 80
～ 170cm が TP-3 の基本土層の 4 層（後期旧石器時代遺
物包含層），深度 170 ～ 190cm が基本土層の 5 層，深度
190 ～ 235cm が基本土層の 6 層，深度 235 ～ 270cm が
基本土層の 7 層，そして深度 270 ～ 300cm が基本土層
の 8 層に相当する．なお，深度 140cm 付近（TP-3 の基
本土層の 4 層）に AT 起源ガラスが検出の極大を示す（明
治大学黒耀石研究センター 2014）．また，深度 200 ～

















示す．1 ～ 9 はイネ科泡状細胞起源のファン型珪酸体
で，1・2 はヌマガヤ属タイプ，3・4 はヨシ属タイプ，5
はススキ属タイプ，6 ～ 9 はササ属タイプである．10 ～
12 はプリッケルヘア起源のポイント型珪酸体で，11・
12 はタケ亜科タイプ，10 はその他である．13 ～ 25 は
イネ科短細胞起源珪酸体で，13 ～ 15 はキビ型，16 ～















1 ～ 9：イネ科泡状細胞起源／ファン型珪酸体（1・2：ヌマガヤ属タイプ，3・4：ヨシ属タイプ，5：ススキ属タイプ，6 ～ 9：ササ
属タイプ），10 ～ 12：プリッケルヘア起源／ポイント型珪酸体（11・12：タケ亜科タイプ，10：その他），13 ～ 25：イネ科短細胞























































































いると考えられる．HB1A-III 帯上半部は HB-1A コア上
中部で深度 138 ～ 145cm に介在する淡黄色シルト層下
半部以下の部分にあたる．この部分では深度 150cm で
ca.14ka cal BP，同深度 164cm で ca.16ka cal BP が得ら
れている．これらの値から外挿して得られる HB1A-III




























らかに弱い．なお，HB1A-II 帯が設定された深度 84 ～










あたる．その年代は，コア深度 98.5cm の年代が ca. 3.9ka 
cal BP であることから外挿して ca. 3.2ka と推定される．
　HB-1A コアで砂礫泥の卓越する下部は，植物珪酸体













に HB1A-III 帯上半部は MIS2 後半に帰属すると考えら
れ，また，HB1A-III 帯が設定されたコア部分の下端（深
度 255cm）より下位の深度 269cm の年代が ca.28ka cal 












ca.28ka cal BP であり，またこの深度付近で AT の可能
性がある火山ガラスの検出極大が検出される．したがっ
て HB1A-IV 帯は MIS3 に関わると考えられる．
5-2-2　湿原隣接陸域，試掘抗 2（TP-2）の土壌層













体密度はほぼ 5 万個 /g 未満の低値で推移する．




は TP2-II 帯より高く，下半部では 20 万個 /g を越える．
　以下で，各帯の示す古環境，年代について考えてみる．



























































る褐色土の上部に AT を挟むことから，TP2-II 帯はほ
ぼ MIS2 に帰属すると考えられる．
　最下位の TP2-III 帯では植物珪酸体密度が TP2-I 帯よ
り明らかに低いものの TP2-II 帯に比べ高く推移，また，
ササ属やイチゴツナギ亜科のシグナルが明瞭に検出され













密度は下半部で 50 万～ 200 万個 /g，上半部で 200 万～
400 万個 /g を示す．





物珪酸体密度はほぼ 5 万個 /g 未満の低値で推移する．




体密度は TP2-II 帯より高く，5 万～ 10 万個 /g で推移
する．





酸体密度は 5 万個 /g 未満の低値で推移する．




II 帯より高く，10 万個 /g を越えて推移する．
　以下で，各帯の示す古環境，時代について考えてみる．
　TP3-I 帯，II 帯，III 帯の推移は，層位的にも植物珪
酸体群組成においても，前記した TP2-I 帯，II 帯，III
帯の推移とよく似ている．したがって，TP3-I 帯，II
帯，III 帯の古環境，時代については，対応する TP2 各
帯と同様なことがいえよう．すなわち，TP3-I 帯はササ
属を主要な構成要素とする草原的植生を示し MIS1 に帰















































ガラスの検出極大がある深度 140cm の年代を AT の年
代 29 ～ 26ka とし，土層の堆積速度を一定と仮定して
外挿法で深度 300cm の年代を算出すると MIS3/4 境界
に重なる 62ka ～ 55ka が得られ，TP3-IV 帯および同
V 帯は MIS3 に帰属する Dansgarrd-Oeshger イベント












約 200 ～ 270cm の範囲で浸食谷が読みとれる．この浸
食谷を埋める上部堆積層（11 層）の年代は 9550 ～ 9850 









代について，HB-1A では外挿法で ca. 3.2ka と推定した．
TR-2 についても同様に求めると ca. 3.5ka と推定されこ
とから，ほぼ同時期に低層湿原的植生から中間湿原的植
生へ移り変わったといえよう．したがって，HB1A-I 帯




















いシグナルを示すことによる．TR-2 の 11 層下部の年代
は ca. 9.8ka cal BP であり最終氷期には届かない（工藤，
2014）が，HB-1A コアで最終氷期最寒冷期後半と考え

































似する TR-2 の 11 層下部の「暗灰黄植粘土（白粘土）」






を次のように設ける．TR2-I 帯と HB1A-I 帯を総合して
HW-Ia 帯に，TR2-II 帯と HB1A-II 帯を総合して HW-Ib
帯に，TR2-III 帯と HB1A-III 帯を総合して HW-II 帯に，
そして TR2-IV 帯と HB1A-IV 帯を総合して HW-III 帯
とする．
5-3-2　湿原隣接陸域土壌層の対比
　TP-2 土壌層と TP-3 土壌層の対比については，先に
示したように，TP2-I 帯と TP3-I 帯，TP2-II 帯と TP-3-
II帯，そして，TP2-III帯とTP3-III帯が対比される（図6）．
TP2-I 帯と TP3-I 帯はおおよそ MIS1 に帰属し，草原
的植生が成立，その下で黒ボク土層が生成した．TP2-
II 帯と TP3-II 帯は MIS2 に帰属，極めて植被に乏しい
寒さの厳しい環境であった．TP2-III 帯と TP3-III 帯は





かったが，図 6 に示したように黒ボク土層部を TP1-I 帯，
褐色土層部を TP1-II 帯とした．先ず，黒ボク土層部の








TP3-I 帯を総合して HL-I 帯に，TP1-II 帯，TP2-II 帯，
TP3-II 帯を総合して HL-II 帯に，TP2-III 帯と TP3-III
帯を総合して HL-III 帯にする．そして，TP3-IV 帯，





湿原域の MIS1（完新世）に関わる HW-Ia 帯，HW-Ib 帯は，




















　湿原域の MIS3 に関わる HW-III 帯は，隣接陸域で同













































珪酸体の縦長は分布中央値が 40 μ m 以下にあり，それ
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The development of Sasa (dwarf bamboo) and the 
Kurobokudo layer (melanic horizon) around the Hiroppara 
wetland at Nagawa in Nagano, central Japan 
Takashi Sase 1*, Mamoru Hosono 2 and Fujio Kumon 3
Abstract
The Hiroppara wetland (1,400 m asl) located in the western region of the Kirigamine highland develops within 
a mountain zone. In this paper we discuss the history of the the Sasa group and the Kurobokudo layer on the basis of 
phytolith records from deposits in the wetland and soils of the adjacent location. Although the Sasa group in favour of 
Eusasa in the marine isotope stage (MIS) 1 was dominated by Crassinodi in MIS 3, it disappeared in MIS 2. In addition, 
Gramineae flora in MIS2 was characterized by the dominant Pooideae. On the other hand, the Kurobokudo layer 
dominated in MIS1 had not formed during MIS 3 and MIS 2. These developments suggest that the Hiroppara wetland was 
located in the upper subalpine zone in MIS 3 and then in the transition area of the subalpine and the alpine zones in MIS 2. 
Besides, it is estimated that the maximum snow depth of this region was less than 50cm throughout MIS 3 and MIS 2. 
Keywords: Hiroppara wetland; Gramineae flora; Holocene; Kurobokudo layer; Last Glacial; opal phytolith; Sasa 
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